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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流発電設備から供給される直流電力を昇圧するコンバータと、昇圧された直流電力を
交流電力に変換して電力系統に供給するインバータと、蓄電部と、前記コンバータとイン
バータとの間のＤＣリンク部の電圧を前記蓄電部の電圧と変換する蓄電部用コンバータと
、制御部とを備え、前記制御部は、電力系統の電圧が所定電圧を超えたときには前記イン
バータの出力電力を抑制する系統電圧上昇抑制制御を行うように構成されたパワーコンデ
ィショナであって、
　前記制御部は、前記系統電圧上昇抑制制御を実行しているときに、前記蓄電部への蓄電
を行うものにおいて、
　前記蓄電部の充電空き容量を監視する充電空き容量監視手段を備えてなり、
　前記制御部は、この充電空き容量監視手段から得られる情報に基づいて特定された蓄電
部の充電空き容量が一定値未満となったときには前記蓄電部の電力を強制的に消費させる
電力消費制御を行うとともに、前記系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミングを記憶し
、この記憶に基づいて次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミングを予測して、当
該予測される次の系統電圧上昇抑制制御の実行前に前記電力消費制御を実行することを特
徴とするパワーコンディショナ。
【請求項２】
　直流発電設備から供給される直流電力を昇圧するコンバータと、昇圧された直流電力を
交流電力に変換して電力系統に供給するインバータと、蓄電部と、前記コンバータとイン
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バータとの間のＤＣリンク部の電圧を前記蓄電部の電圧と変換する蓄電部用コンバータと
、制御部とを備え、前記制御部は、電力系統の電圧が所定電圧を超えたときには前記イン
バータの出力電力を抑制する系統電圧上昇抑制制御を行うように構成されたパワーコンデ
ィショナであって、
　前記制御部は、前記系統電圧上昇抑制制御を実行しているときに、前記蓄電部への蓄電
を行うものにおいて、
　前記蓄電部の充電空き容量を監視する充電空き容量監視手段を備えてなり、
　前記制御部は、この充電空き容量監視手段から得られる情報に基づいて特定された蓄電
部の充電空き容量が一定値未満となったときには前記蓄電部の電力を強制的に消費させる
電力消費制御を行うとともに、前記系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミングと、当該
系統電圧上昇抑制制御を実行する直前における前記直流発電設備の発電量とを記憶し、こ
れらの記憶に基づいて次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミングを予測して、当
該予測される次の系統電圧上昇抑制制御の実行前に前記電力消費制御を実行することを特
徴とするパワーコンディショナ。
【請求項３】
　前記制御部が、次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミングを予測する際の基礎
となる過去における系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミングのデータに、当該系統電
圧上昇抑制制御を実行した曜日の情報が含まれていることを特徴とする請求項１または２
に記載のパワーコンディショナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明はパワーコンディショナに関し、より詳細には、直流発電設備から供給される
直流電力を電力系統に連系可能な交流電力に変換するパワーコンディショナにおいて、直
流発電設備で発電された電力を有効に利用するための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、太陽光発電設備などの直流発電設備を商用電源などの電力系統に接続する場
合、これらの間にはパワーコンディショナが設けられている。
【０００３】
　この種のパワーコンディショナは、周知のとおり、直流発電設備から供給される直流電
力を昇圧するコンバータと、昇圧された直流電力を交流電力に変換して電力系統に供給す
るインバータと、該インバータと電力系統との間に直列に配設される開閉器（系統連系リ
レー）とを備えており、この開閉器を閉成することによって直流発電設備を電力系統に連
系させる一方、開閉器を開成することによって直流発電設備を電力系統から解列できるよ
うに構成されている。
【０００４】
　ところで、直流発電設備を電力系統に連系させる場合、電力系統の電圧（系統電圧）が
所定の電圧値（所定電圧）を超えて上昇すると、電力系統から電力供給を受ける機器（負
荷）が故障するおそれがあることから、この種のパワーコンディショナにおいては、系統
電圧の上昇を抑制するために、系統電圧が所定電圧を超えた場合には、出力電力を小さく
抑制する制御（系統電圧上昇抑制制御）を行うものが提案されている（たとえば、特許文
献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－３５６４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかしながら、このような従来のパワーコンディショナには以下のような問題があり、
その改善が望まれていた。
【０００７】
　すなわち、系統電圧の上昇を抑制するために、出力電力を小さく抑制すると、パワーコ
ンディショナが当該制御を行っている間は直流発電設備で発電された電力を電力系統に出
力することができないので、発電された電力を有効に利用することができない。そのため
、パワーコンディショナがかかる制御を行っている間は商用電源から購入する電力が増え
ることとなり、発電設備が発電しているにもかかわらず電力を購入する事態が発生し、発
電設備を導入するコストメリットが得られないという問題があった。
【０００８】
　特に、一般家庭において直流発電設備（たとえば、太陽光発電設備）が普及しつつある
現状においては、周辺の家庭に設置された太陽光発電設備からの逆潮流が増加すると、こ
れに伴って系統電圧も上昇するので、上述したような事態（発電設備が発電しているにも
かかわらず電力を購入する事態）が発生することが多くなると予想され、その問題解決が
望まれていた。
【０００９】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは
、系統電圧が上昇した場合でも直流発電設備で発電された電力を有効に利用することがで
きるパワーコンディショナを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するため、本発明の請求項１に係るパワーコンディショナは、直流発電
設備から供給される直流電力を昇圧するコンバータと、昇圧された直流電力を交流電力に
変換して電力系統に供給するインバータと、蓄電部と、上記コンバータとインバータとの
間のＤＣリンク部の電圧を上記蓄電部の電圧と変換する蓄電部用コンバータと、制御部と
を備え、上記制御部は、電力系統の電圧が所定電圧を超えたときには上記インバータの出
力電力を抑制する系統電圧上昇抑制制御を行うように構成されたパワーコンディショナで
あって、上記制御部は、上記系統電圧上昇抑制制御を実行しているときに、上記蓄電部へ
の蓄電を行うものにおいて、上記蓄電部の充電空き容量を監視する充電空き容量監視手段
を備えてなり、上記制御部は、この充電空き容量監視手段から得られる情報に基づいて特
定された蓄電部の充電空き容量が一定値未満となったときには上記蓄電部の電力を強制的
に消費させる電力消費制御を行うとともに、上記系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミ
ングを記憶し、この記憶に基づいて次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミングを
予測して、当該予測される次の系統電圧上昇抑制制御の実行前に上記電力消費制御を実行
することを特徴とする。
【００１１】
　すなわち、この請求項１に係る発明は、パワーコンディショナに直流発電設備で発電さ
れた電力を蓄電する蓄電部を備えておき、系統電圧が所定電圧を超えることによってパワ
ーコンディショナが出力電力を抑制する系統電圧上昇抑制制御を行う場合には、直流発電
設備で発電された余剰電力を蓄電部に充電するようにして、発電された電力を有効に利用
できるようにしている。
【００１３】
　また、パワーコンディショナに蓄電部の充電空き容量を監視する充電空き容量監視手段
を備えることによって制御部が蓄電部の充電空き容量を把握できるようにしている。そし
て、この充電空き容量が一定値未満となったときには蓄電部の電力を強制的に消費させる
電力消費制御を行っておき、系統電圧上昇抑制制御の実行に伴って蓄電部に充電するため
の充電空き容量を予め確保しておくようにしている。
【００１５】
　また、蓄電部の充電空き容量を増やす電力消費制御が系統電圧上昇抑制制御の実行前に
行われるので、系統電圧上昇抑制制御の実行に伴って行われる蓄電部への充電時に充電空
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き容量が不足する事態が回避され、発電された電力を無駄なく充電することができる。
【００１７】
　そして、本発明の請求項１に係るパワーコンディショナでは、制御部が、これまでに系
統電圧上昇抑制制御を実行したタイミング（たとえば、当該制御を実行した時刻や時間帯
など）に基づいて、次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミングを予測して電力消
費制御を実行するので、系統電圧上昇抑制制御の実行に伴って行われる蓄電部への充電時
に充電空き容量が不足する事態が効果的に回避されるようになり、発電された電力を無駄
なく充電することができる。
【００１８】
　すなわち、たとえば、パワーコンディショナが設置される周辺に電力系統から大量の電
力供給を受ける施設（たとえば、工場）などが存在する場合に、昼休み等の特定の時間帯
に当該施設での電力消費が急激に低下し、それに伴って系統電圧が上昇する傾向が表れる
ことがある。この請求項４に係るパワーコンディショナでは、このような時間帯による系
統電圧の上昇に伴う系統電圧上昇抑制制御の実施タイミングが学習されることになり、当
該時間帯の到来する前に蓄電部の電力を消費して充電空き容量を確保できるようになる。
そのため、系統電圧上昇抑制制御の実施に際して充電空き容量が不足するのを的確に回避
することができるようになる。
【００１９】
　本発明の請求項２に係るパワーコンディショナは、直流発電設備から供給される直流電
力を昇圧するコンバータと、昇圧された直流電力を交流電力に変換して電力系統に供給す
るインバータと、蓄電部と、上記コンバータとインバータとの間のＤＣリンク部の電圧を
上記蓄電部の電圧と変換する蓄電部用コンバータと、制御部とを備え、上記制御部は、電
力系統の電圧が所定電圧を超えたときには上記インバータの出力電力を抑制する系統電圧
上昇抑制制御を行うように構成されたパワーコンディショナであって、上記制御部は、上
記系統電圧上昇抑制制御を実行しているときに、上記蓄電部への蓄電を行うものにおいて
、上記蓄電部の充電空き容量を監視する充電空き容量監視手段を備えてなり、上記制御部
は、この充電空き容量監視手段から得られる情報に基づいて特定された蓄電部の充電空き
容量が一定値未満となったときには上記蓄電部の電力を強制的に消費させる電力消費制御
を行うとともに、上記系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミングと、当該系統電圧上昇
抑制制御を実行する直前における上記直流発電設備の発電量とを記憶し、これらの記憶に
基づいて次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミングを予測して、当該予測される
次の系統電圧上昇抑制制御の実行前に上記電力消費制御を実行することを特徴とする。
【００２０】
　この請求項２に係るパワーコンディショナでは、制御部が、これまでに系統電圧上昇抑
制制御を実行したタイミング（たとえば、当該制御を実行した時刻や時間帯など）に加え
て、これまでに系統電圧上昇抑制制御を実行した際の直前における直流発電設備の発電量
に基づいて、次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミングを予測して電力消費制御
を実行するので、系統電圧上昇抑制制御の実行に伴って行われる蓄電部への充電時に充電
空き容量が不足する事態がより効果的に回避されるようになり、発電された電力を無駄な
く充電することができる。
【００２１】
　すなわち、たとえば、周辺の多くの家庭に太陽光発電設備が設置されている場合、日射
量が多くなると各太陽光発電設備の発電量が増加しこれらの太陽光発電設備から一斉に逆
潮流が発生して系統電圧が上昇する傾向がある。この請求項５に係るパワーコンディショ
ナは、過去に系統電圧上昇抑制制御を実行した際の直前における直流発電設備の発電量を
学習することになるので、このような大量の逆潮流が発生する前に蓄電部の電力を消費し
て充電空き容量を確保できるようになる。そのため、系統電圧上昇抑制制御の実施に際し
て充電空き容量が不足するのを的確に回避することができるようになる。
【００２２】
　本発明の請求項３に係るパワーコンディショナは、請求項１または２に記載のパワーコ
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ンディショナにおいて、上記制御部が、次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミン
グを予測する際の基礎となる過去における系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミングの
データに、当該系統電圧上昇抑制制御を実行した曜日の情報が含まれていることを特徴と
する。
【００２３】
　この請求項３に係るパワーコンディショナでは、過去に系統電圧上昇抑制制御を実行し
たタイミングの学習にあたり、時刻等に加えて曜日の情報も用いられるので、たとえば、
系統電圧の上昇が、特定の曜日にだけ電力系統から大量の電力供給を受ける施設での急激
な電力消費の低下による場合などには、このような特定の曜日に発生する系統電圧上昇抑
制制御の実施タイミングも学習されることになり、より実情に合わせて蓄電部の充電空き
容量の確保ができるようになる。そのため、系統電圧上昇抑制制御の実施に際して充電空
き容量が不足するのを的確に回避することができるようになる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、パワーコンディショナが直流発電設備で発電された電力を蓄電する蓄
電部を備えており、系統電圧が所定電圧を超えることによって出力電力を抑制する系統電
圧上昇抑制制御が行われる場合に、直流発電設備で発電された余剰電力を蓄電部に充電す
るので、直流発電設備で発電された電力を有効に利用できる。
【００２５】
　また、蓄電部の充電空き容量を監視する充電空き容量監視手段を備えさせるとともに、
蓄電部の充電空き容量が一定値未満となったときには、制御部が蓄電部の電力を強制的に
消費させるように構成することにより、系統電圧上昇抑制制御の実行に伴って蓄電部に充
電するときの充電空き容量を確保しておくことができ、発電された電力を無駄なく有効に
利用することができる。
【００２６】
　さらに、蓄電部の電力を強制的に消費させる制御が系統電圧上昇抑制制御の実行前に行
われることにより、系統電圧上昇抑制制御の実行に伴って蓄電部への充電を行う時に充電
空き容量が不足することが回避される。
【００２７】
　また、制御部が系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミングなどを記憶し、この記憶に
基づいて次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミングを予測して、当該予測される
次の系統電圧上昇抑制制御の実行前に蓄電部の電力を消費することにより、蓄電部への充
電時に充電空き容量が不足する事態がより効果的に回避され、発電された電力を無駄なく
利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明に係るパワーコンディショナの一実施形態の概略構成を示すブロック図で
ある。
【図２】同パワーコンディショナの他の実施形態の概略構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
実施形態１
　図１は、本発明に係るパワーコンディショナの概略構成を示している。
　図１に示すように、本発明に係るパワーコンディショナは、太陽光発電設備などの直流
発電設備１０で発電された直流電力を商用電源などの電力系統１１に連系可能な交流電力
に変換するパワーコンディショナであって、直流発電設備１０から供給される直流電力を
所定の電圧に昇圧するＤＣ／ＤＣコンバータ（以下、単に「コンバータ」と称する）１と
、昇圧された直流電力を交流電力に変換して電力系統に供給するＤＣ／ＡＣインバータ（
以下、単に「インバータ」と称する）２と、上記直流発電設備１０で発電された電力を充
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電するための蓄電池（蓄電部）３と、上記コンバータ１とインバータ２との間のＤＣリン
ク部の電圧を蓄電池３の電圧と変換するＤＣ／ＤＣコンバータ（以下、「蓄電部用コンバ
ータ」と称する）４と、制御部５とを主要部として備えている。
【００３０】
　図１において、符号６は系統連系用の開閉器を示しており、この開閉器６の接点を閉成
することによって直流発電設備１０が電力系統１１に連系される一方、開閉器６の接点を
開成することによって直流発電設備１０が電力系統１１から解列されるように構成されて
いる。
【００３１】
　制御部５は、マイコンを制御中枢とする制御手段であって、この制御部５によってパワ
ーコンディショナの各部が制御されている。たとえば、この制御部５は、直流発電設備１
０を電力系統１１に連系させる際には、上記開閉器６の接点を閉成させるとともに、コン
バータ１やインバータ２を制御して、インバータ２の出力周波数や出力電圧が電力系統１
１に連系可能なものとなるように制御している。
【００３２】
　そして、この制御部５には、電力系統１１の電圧（系統電圧）を検出する系統電圧検出
手段（図示せず）が備えられており、系統電圧が所定電圧を超えた場合には、系統電圧の
上昇を抑制して系統電圧が正常範囲に戻るように、インバータ２の出力電力を低下させて
出力電力を抑制する制御（系統電圧上昇抑制制御）を行うように構成されている。
【００３３】
　本発明に係るパワーコンディショナは、このような系統電圧上昇抑制制御が行われたと
きに、直流発電設備１０で発電された余剰電力（インバータ２から出力されない電力）を
有効に利用するために、上記蓄電池３および蓄電部用コンバータ４を備えている。以下で
は、この蓄電池３への充電について説明する。
【００３４】
　すなわち、本実施形態に示すパワーコンディショナでは、制御部５は、直流発電設備１
０を電力系統１１に連系させているときに、上記系統電圧検出手段によって検出される系
統電圧を監視しており、この系統電圧が予め設定された所定電圧を超えて上昇すると、上
述した系統電圧上昇抑制制御を実行する。
【００３５】
　系統電圧上昇抑制制御の実行によりパワーコンディショナの出力電力が低下すると直流
発電設備１０での発電電力に余剰電力が生じるので、制御部５は、系統電圧上昇抑制制御
の実行に伴って上記蓄電部用コンバータ４を作動させてＤＣリンク部から蓄電池３への充
電を開始する。この充電は、系統電圧が正常範囲にまで低下して上記系統電圧上昇抑制制
御が解除されるまで行われる。
【００３６】
　そして、上記系統電圧上昇抑制制御が解除された場合には、制御部５は、パワーコンデ
ィショナの出力電力の抑制を止めて出力電力を増加させるので、その際に、上記蓄電池３
に充電していた電力も電力系統１１に供給する。
【００３７】
　このように、本実施形態に示すパワーコンディショナでは、系統電圧が所定電圧を超え
ることによってパワーコンディショナが系統電圧上昇抑制制御を行うときに、直流発電設
備１０で発電された余剰電力を蓄電池３に充電する一方、系統電圧上昇抑制制御が解除さ
れると蓄電池３に充電しておいた電力を電力系統１１に供給するので、直流発電設備１０
で発電された電力を無駄なく有効に利用することができる。
【００３８】
　ところで、このように直流発電設備１０で発電された余剰電力を蓄電池３に充電する構
成を採用する場合、蓄電池３の充電空き容量が重要である。すなわち、蓄電池３の充電空
き容量が少なければ、上記系統電圧上昇抑制制御が実行され、蓄電池３への充電が開始さ
れてもすぐに蓄電池３の充電容量が一杯になり直流発電設備１０で発電された電力を充電



(7) JP 5652196 B2 2015.1.14

10

20

30

40

50

することができなくなる。
【００３９】
　そのため、本実施形態に示すパワーコンディショナでは、このような事態を回避するた
めに以下のような制御構成が好適に採用される。
【００４０】
　すなわち、蓄電池３に一定量の充電空き容量を確保するために、本実施形態に示すパワ
ーコンディショナでは、蓄電池３の充電空き容量を監視する充電空き容量監視手段（図示
せず）が備えられるとともに、制御部５は、この充電空き容量監視手段からの情報に基づ
いて特定された蓄電池３の充電空き容量が一定値未満となったときには、蓄電池３の電力
を強制的に消費させる電力消費制御を行うように構成されている。
【００４１】
　ここで、この充電空き容量監視手段としては、たとえば、蓄電池３への充電量と蓄電池
３からの放電量とを積算しながら、蓄電池３の充電容量から充電空き容量を演算するもの
が用いられるが、充電量と放電量の積算や充電空き容量の演算の全部または一部を制御部
５で行うように構成していてもよい。要は、蓄電池３の充電空き容量が制御部５において
特定可能な構成であれば、充電空き容量監視手段の具体的な構成は適宜変更することがで
きる。
【００４２】
　また、充電空き容量が一定値未満の時に行う電力消費制御としては、たとえば、蓄電池
３に充電されている電力を電力系統１１に接続された負荷（図示せず）に供給して消費さ
せる制御が採用される。つまり、電力系統１１には図示しない分電盤を介して家庭内の照
明器具や冷蔵庫などの電力負荷が接続されているので、本実施形態では蓄電池３に充電さ
れている電力をこれら電力負荷に供給することによって蓄電池３の電力を強制的に消費さ
せるようにしている。
【００４３】
　そのため、この電力消費制御は、制御部５が系統電圧上昇抑制制御を実行していないタ
イミングで行われる。そして好ましくは、この電力消費制御は、制御部５が上記系統電圧
上昇抑制制御を実行する前（たとえば、系統電圧上昇抑制制御を実行する１時間程前のよ
うに系統電圧上昇抑制制御が実行される比較的直近の時点）に行われるようにされている
。
【００４４】
　なお、充電空き容量監視手段からの情報に基づいて特定された蓄電池３の充電空き容量
が一定値以上ある場合には、直流発電設備（たとえば、太陽光発電設備）１０が発電を行
っていないとき（たとえば、夜間など）に家庭内の電力負荷に電力を供給しているときを
除き、上記系統電圧上昇抑制制御に合わせて蓄電池３への充電を行うようにしている。
【００４５】
　そこで、次に、上記制御部５が、上述した電力消費制御を実行するタイミングの設定方
法について説明する。
【００４６】
　本実施形態に示すパワーコンディショナでは、上述した電力消費制御を実行するタイミ
ングの設定に当たり、制御部５は、過去に系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミングな
どを学習し、次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミングを予測して、当該予測さ
れる次の系統電圧上昇抑制制御の実行前に電力消費制御を実行するようにしている。
【００４７】
　具体的には、たとえば、制御部５は、系統電圧上昇抑制制御を実行すると、そのタイミ
ング（たとえば、同制御を開始した時刻や同制御が行われた時間帯など）のデータを制御
部５に設けられた記憶手段に記憶し、制御部５は、この記憶された過去の系統電圧上昇抑
制制御の実行タイミングに基づいて、次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミング
を予測するように構成される。たとえば、昨日の系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミ
ング（同じ時刻や時間帯）に本日も系統電圧上昇抑制制御が行われると予測するようにさ



(8) JP 5652196 B2 2015.1.14

10

20

30

40

50

れる。
【００４８】
　なお、このような系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミングに基づく予測は、予測の
基礎になる過去のデータ（過去における系統電圧上昇抑制制御の実行タイミングのデータ
）を多く集めて当該データを平均して予測結果を導いたり、あるいは、日照時間などとの
関係で季節によって予測結果を修正する等の方法を採用することも可能である。
【００４９】
　このように、過去における系統電圧上昇抑制制御の実行タイミングに基づいて次に行わ
れる系統電圧上昇抑制制御のタイミングを予測することにより、系統電圧の上昇がほぼ決
まった時刻や時間帯に発生するような場合、たとえば、決った時刻や時間帯に電力系統１
１から大電力の供給を受ける工場などの施設が周辺にあるような場合には、系統電圧上昇
抑制制御が実行されるタイミングを正確に予測することができ、同制御が実行される前に
上記電力消費制御を行うことが可能になる。
【００５０】
　そして、この電力消費制御を実行するタイミングの設定（次の系統電圧上昇抑制制御の
実行タイミングの予測）については、上述した過去における系統電圧上昇抑制制御の実行
タイミングのデータに基づくだけでなく、たとえば、この実行タイミングのデータに加え
て、過去において系統電圧上昇抑制制御を実行したときの直流発電設備１０の発電量のデ
ータも加味して行うこともできる。
【００５１】
　すなわち、この場合、制御部５は、過去に系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミング
のデータと、当該系統電圧上昇抑制制御を実行する直前における直流発電設備１０の発電
量のデータとを記憶し、これらの記憶されたデータに基づいて、次に系統電圧上昇抑制制
御が実行されるタイミングを予測するように構成される。
【００５２】
　具体的には、たとえば、制御部５は、系統電圧上昇抑制制御を実行すると、そのタイミ
ング（同制御を開始した時刻や同制御が行われた時間帯など）のデータを上記記憶手段に
記憶するとともに、系統電圧上昇抑制制御を開始する直前（具体的には、数十分から１時
間程度前）の直流発電設備１０の発電量のデータを上記記憶手段に記憶する。そして、現
在（現時点）が、過去に系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミング（同じ時刻や時間帯
）の直前に該当し、かつ、現時点での直流発電設備１０の発電量が記憶手段に記憶された
過去の発電量以上になっていれば、その時点で系統電圧上昇抑制制御が開始される直前で
あると予測する。
【００５３】
　ここで、次に系統電圧上昇抑制制御が実行されるタイミングの予測にあたり、過去に系
統電圧上昇抑制制御を実行したタイミングだけでなく、過去に系統電圧上昇抑制制御を実
行したとき（その直前）の直流発電設備１０の発電量も用いているのは、直流発電設備１
０が太陽光発電設備である場合には、時刻や時間帯だけでは発電の有無が判断できない（
具体的には、タイミングは該当しても雨天などで発電されていない場合がある）からであ
り、発電量も予測材料に含めることで、より正確に次に系統電圧上昇抑制制御が行われる
タイミングを予測できるようにしている。
【００５４】
　しかも、周辺に太陽光発電設備が多く存在する場合には、日射量が多くなると各太陽光
発電設備の発電量が増加しこれらの太陽光発電設備から一斉に逆潮流が発生して系統電圧
が上昇する傾向（換言すれば、系統電圧上昇抑制制御が実行される傾向）があるので、現
時点での発電量が過去に系統電圧上昇抑制制御を実行した際の直前の発電量になっていれ
ば系統電圧上昇抑制制御が実行される可能性が高く、この点でも次に系統電圧上昇抑制制
御が行われるタイミングを正確に予測できるようにできる。
【００５５】
　そして、この電力消費制御を実行するタイミングの設定（次の系統電圧上昇抑制制御の
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実行タイミングの予測）については、さらなる改変例として、制御部５が、次に系統電圧
上昇抑制制御が実行されるタイミングを予測する際の基礎としているデータ（具体的には
、過去における系統電圧上昇抑制制御の実行したタイミングのデータ）に、当該系統電圧
上昇抑制制御を実行した時刻等の情報に加えて、当該系統電圧上昇抑制制御を実行した曜
日の情報を含めることができる。
【００５６】
　すなわち、この場合、制御部５は、系統電圧上昇抑制制御を実行すると、そのタイミン
グ（同制御を開始した時刻や同制御が行われた時間帯に加えて同制御が行われた曜日）の
データを上記記憶手段に記憶する。また、その際に、系統電圧上昇抑制制御を開始する直
前の直流発電設備１０の発電量のデータも記憶手段に記憶する。そして、現在（現時点）
が、過去に系統電圧上昇抑制制御を実行したときと同じ曜日に該当し、かつ、同じ時刻や
時間帯の直前であり、さらに、現時点での直流発電設備１０の発電量が記憶手段に記憶さ
れた過去の発電量以上になっていれば、その時点で系統電圧上昇抑制制御が開始される直
前であると予測するように構成される。
【００５７】
　たとえば、１週間前の１２時に系統電圧上昇抑制制御が実行されており、その直前に直
流発電設備１０が発電していた電力が３ｋＷだとすると、制御部５は、１２時になる一定
時間前（たとえば、１時間前）から直流発電設備１０の発電量を監視しはじめ、直流発電
設備１０の発電量が３ｋＷ（または、この値にマージンを設定した値、たとえば２．７ｋ
Ｗ）を超えると、その時点で、系統電圧上昇抑制制御が実行されそうであると判断（予測
）する。その一方で、時刻が同じ１１時であっても曜日が異なっていれば、制御部５は系
統電圧上昇抑制制御が実行されるか否かの予測は行わない。
【００５８】
　そのため、このように過去における系統電圧上昇抑制制御を実行したタイミングのデー
タに曜日の情報を含めることで、特定の曜日にだけ発生する系統電圧上昇抑制制御につい
ても学習されることになり、より実情に合わせて蓄電池３の充電空き容量を確保できるよ
うになる。
【００５９】
実施形態２
　次に、本発明の他の実施形態を図２に基づいて説明する。
　図２は、上述した実施形態１ではパワーコンディショナに内蔵されていた蓄電池３と蓄
電部用コンバータ４を、パワーコンディショナとは別体のユニット（蓄電ユニット）に収
容した場合を示している。なお、この図２に示すパワーコンディショナは、蓄電池３と蓄
電部用コンバータ４とを別ユニットとして構成しているが、各部の基本的な構成や動作は
上述した実施形態１と同様であるので共通する部分には同一の符号を付して説明は省略す
る。
【００６０】
　この図２に示すパワーコンディショナは、上述したように、蓄電池３と蓄電部用コンバ
ータ４とを別ユニットとして構成したことから、これらが収容される蓄電ユニットにもマ
イコンを制御中枢とする制御部７が備えられている。
【００６１】
　そして、この蓄電ユニットの制御部７と本体ユニットの制御部５は通信線を介して通信
可能に接続されており、これら制御部７，５間での通信によって上述した各種制御を分担
して行うように構成されている。
【００６２】
　このように、蓄電池３と蓄電部用コンバータ４を本体ユニットと別体に構成することに
より、蓄電池３に容積が大きい電池を用いる場合であっても、本体ユニットは小型に設計
することができるので、設置場所を自由に設定することができる。
【００６３】
　なお、上述した実施形態は本発明の好適な実施態様を示すものであって、本発明はこれ
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【符号の説明】
【００６４】
１　　　　　　　　ＤＣ／ＤＣコンバータ（コンバータ）
２　　　　　　　　ＤＣ／ＡＣインバータ（インバータ）
３　　　　　　　　蓄電池（蓄電部）
４　　　　　　　　ＤＣ／ＤＣコンバータ（蓄電部用コンバータ）
５　　　　　　　　制御部
６　　　　　　　　開閉器
７　　　　　　　　蓄電ユニットの制御部
１０　　　　　　　直流発電設備
１１　　　　　　　電力系統

【図１】 【図２】
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